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はじめに 

第 1 原理計算によると Fe1-xCoxは x=0.5~0.6 の場合に, 軸比(c/a)が 1.22~1.25 を取ると 1.0×10
8 

erg/cm
3の高結

晶磁気異方性(Ku)を発現すると報告されており
1-2)

, 高 Kuと高 Msを兼ね備えた材料として期待されている. 実

験では, 適当なバッファー層を用いたエピタキシャル成長によって FeCo に正方晶歪が導入できれば, 垂直磁

気異方性が誘起されるという報告がある 3)
. 本研究ではバッファー層としてRhを用いて, FeCo結晶に誘起され

る結晶磁気異方性(Ku)を評価した. 今回は Kuの組成依存性と膜厚依存性に焦点をあてて検討していく. 

実験方法 

 マグネトロンスパッタリング法により , 基板温度 400℃として , 

MgO(001)基板上に(001)配向した Rh を成膜した. その後, 基板温度を

200℃として, FeCoを成膜し, 最後に Ruを保護膜として成膜した. 磁気

特性評価には極カー効果測定装置, 構造評価にはX線回折装置, 結晶磁

気異方性(Ku)の算出には磁気トルクを用いた. 

実験結果 

Fig.1 は, MgO(001)sub. / Rh(20 nm) / Fe1-xCox(1.5 nm) (x=0, 0.2, 0.4, 0.5, 

0.6, 0.8, 1) / Ru(2nm)の室温での極カー効果の測定結果を示している. 磁

化曲線には明瞭な変化が現れ, Fe1-xCoxの組成が x=0.4~0.6で垂直磁気異

方性を発現し, Feもしくは Co の増加とともに垂直磁気異方性は消失す

る. Fig.2では, 磁気トルクの組成依存性を示している.トルク曲線は, ほ

ぼ 2θ 成分のみであり, 従って L2θはほぼ Ku1に対応している. 磁気トル

クの値はCoの濃度を増加させるにつれて大きくなり, x=0.5付近で最大

値となり，x=0.6 以上では減少する.この結果は第 1 原理計算の結果と傾

向が良く一致している. 最も磁気トルクの値が大きかった x=0.5に着目

し, 上記と同じ膜構造で FeCo の膜厚を 0.5, 1.0, 1.5, 2.0, 2.5, 3.0, 5.0 nm

と変化させた. Ku1の値は, 膜厚の増加とともに減少し 2.5～3.0 nm付近

で負に転ずる. 

学会時には, FeCo 中の正方晶歪に誘起された一軸磁気異方性及び Rh

による界面効果, 更に第 3元素添加の効果についても報告する.  
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Fig.1 Polar Kerr loops of Fe1-xCox 

films. 

 

Fig.2  
Composition dependence of L2θ for 
Fe1-xCox films.  
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